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講演記録 

大学博物館の新しい役割 

林  義 博 

国立科学博物館 館長 

 

コメンテーター： 足立 守  

名古屋大学特任教授 （名古屋大学博物館前館長） 

司会： 宗宮 弘明       中部大学応用生物学部長 

 

開催日時：2016年11月17日（木）14時30分～16時 
開催場所：中部大学 不言実行館 

アクティブプラザ アクティブホール 
主 催：中部大学応用生物学部 大学院研究科 

生物機能開発研究所 
共 催：中部大学国際ＥＳＤセンター  

蝶類研究資料館 民族博物館 
 
○司会（宗宮） 
皆さん，こんにちは．楽しみにしていた講演会「大学

博物館の新しい役割」を，ただいまから始めます． 
パンフレットの「講演会を開催するにあたり」という短い

文章にも書きましたが，大学の機能は教育と研究と社会

貢献です．教育が最初にあり，2 番目に研究，3 番目が

社会貢献，この三つを統合するための機関が大学であ

ると僕自身は考えております．今日ご講演くださいます

林先生はまたちょっと違う大学観をお持ちでしょうが，

「大学博物館」はこの大学の三つの機能に，どのように関

係するかを学ばせて頂きたいと思っております． 
林先生は 1946 年，広島県生まれで，僕も 1946 年生

まれですから同年齢です．東京大学農学部畜産獣医学

科を卒業された獣医さんで，東京大学で農学博士を取ら

れ，ハーバード大学客員研究員，コーネル大学客員助

教授，東京大学教授，東京大学総合研究博物館館長を

されました．僕がお会いしたのはこのころだったと思いま

す．その後，東京大学の農学部長，副学長をされ，2010
年には山階鳥類研究所所長に就任されまして，同時に

東京農業大学教授もなさった後，2013 年には国立科学

博物館の館長に就任されたというご経歴をお持ちです． 
僕自身，イギリスの大英博物館にも友達がいましたし，

いろんな博物館に行っていろんな人と議論をしたもので

すけれども，中でも林先生はいつもユニークな意見をお

持ちでした．先ほど 15 年ぶりにお会いしてお話したら，

まだユニークな意見を堅持されていて，非常に心強く思

った次第です． 
今日は，林先生の講演の後，名古屋大学博物館前館

長の足立先生からコメントをいただき，その後議論をして，

4 時ごろには終わりたいと思っております．よろしくお願

いいたします．では，林先生，よろしくお願いします．（拍

手） 
○林 
皆さん，こんにちは．ご紹介いただきました，国立科学

博物館の館長をしております林と申します．私は，経歴

で言いますと，今ちょうど紹介いただいたように，総合研

講演会を開催するにあたって  宗宮弘明 

博物館（museum）の語源ムーセイオンは，ギリシア神話のムーサ（学芸の女神，Muse）を顕彰する場所

を意味します．中部大学はすでに民族資料博物館を持ち，本年新たに蝶類研究資料館を開設しました．大

学の機能は教育，研究，社会サービスの 3 つです．大学博物館は，この 3 つの機能の有機的に統合するた

めの組織と考えられます．林良博館長の話を素に「大学博物館の夢と役割」を議論したいと考えています． 
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究博物館の館長を2回しております．最初は農学部長に

なるためにやめざるを得なかったのですが，3 年間と 4
年間ということで，合わせて 7 年間，大学の博物館の館

長をしておりました．現在は国立科学博物館におります

が，これが 3 年半ぐらい経ましたので，もう 10 年を博物

館で過ごしており，大変いい人生を送らせていただいて

いると思っております．今日は博物館の話をさせていた

だきたいと思います．私，無類の犬好きですが，今日は

その話はいたしません． 
今日の話の流れとしましては，まず国立科学博物館の

ご紹介をしたいと思います．博物館というのは本当にたく

さんありまして，博物館・博物館類似施設の総数は日本

全体で5,700を超えています．大変な数です．そんな博

物館について，そもそも博物館とはどういう機能を持って

おり，何を目的としているのかということをお話ししたいと

思います．最後に，大学博物館のこれまでの役割と今後

の役割は少し違ってくるのではないかと思っております

ので，そのことをお話ししたいと思います． 
国立科学博物館の概略を申しますと，ここは総合的な

科学博物館で，まず動物，植物，鉱物などの自然史を扱

っています．それから，担当者は少ないのですが，人類

学も自然史の中で扱っています．それ以外に科学技術

史も扱っています． 
科学館と科学博物館は，名前は似ているものの，大い

に違います．科学博物館は，「博物館」という名前がつく

以上，標本がどのぐらいあるか，その数によって価値が

決まってきます．標本がない博物館というのは，基本的

にありません．しかし科学館は，例えば，東京のお台場

に未来館がありますし，名古屋にも科学館があり，特に

子供たちに対して科学のおもしろさを上手に教えていま

す．科学館は，そういうところですから別に標本がなくて

いいのです．つまり，標本があるとはどういうことかという

と，自然であれ科学技術であれ，歴史から学ぼうというの

が原点になっているわけです．そのために，博物館には

標本があるし，標本がないといけません． 
そもそも，私ども国立科学博物館の一番の最初は，先

ほど宗宮先生がおっしゃったように，やはり教育から始ま

っています．「教育博物館」という名前から始まりました．

そして，いろいろな変遷をたどりました．例えば，関東大

震災のときは，木造の全館が消失し，ほとんどの標本が

失われました．そういう悲しい歴史もあります．第二次世

界大戦のときは，博物館のある上野は地盤がしっかりし

ておりますし，ちょっと高いところですから，高射砲部隊

の中核になりました．そのため博物館を閉じました．軍部

にとっては邪魔だったのでしょうが，標本の一部は疎開

させられ，二度と戻ってこない標本も少なくありませんで

した．そういう 2 回の受難の時期はありましたものの，こ

れまで順調に推移して，平成13年には独立行政法人化

しています．法人化にはいい面と悪い面の両方がありま

したので，それは後で少しお話しします． 
国立科学博物館には日本館と地球館の二つがありま

すが，このスライドは地球館にある系統図です．床にライ

トがあり，実物を見せながら，ありとあらゆる生き物がどの

ように進化し枝分かれしてきたのかを示しています．改

修のたびに少しずつ改良してきました．私が子供のころ

の博物館は，暗くて怖いイメージでした．何となく古びた

においもしていました．それでは今の子供たちは来てく

れません．博物館にも美術館的な要素，美しい要素をき

っちり取り入れるということが，かなり重要なのではない

かと思っています． 
常設展示と特別展示・企画展示という二つの展示があ

りますが，このスライドは日本館の常設展示です．日本

館は大きくありませんので，あまり展示していませんけれ

ども，資料としては3,000点ぐらいあります．フタバスズキ

リュウというのは日本でしか生息していなかったもので，

実は恐竜の仲間ではなく，枝分かれしたグループです

けれども，まだ中学生だった鈴木君が発見しました．ほ

ぼ全身の骨格がありまして，そのレプリカを展示していま

す．このスライドは典型的に美しくできたと思う海の展示

です．それから，「シアター360」というものもありまして，

360度で地球の変動などいろいろなものをお見せしてい

ます． 
また，日本館にはほかの博物館とはちょっと違ったコ

ーナーがあります．私たちは，いかに有名なものであっ

ても基本的に特別扱いはせず，個別に明示することはな

いのですが，こればっかりはそれではあまりにも不親切

だということで，「秋田犬（ハチ）」と書いてあります．ところ

が，これでも99.9％の人は本物のハチ公だとわからない
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のですね．例えば，お年寄りの方などから，「国立科学

博物館に忠犬ハチ公がいると聞いて来たのですが，どこ

にハチ公は展示されているのですか？」という質問が非

常に多い．ですから，お尋ねの多いものについては，そ

れを示すために，ちゃんとしたパンフレットもつくってお

ります．このスライドがハチで，後ろにいるのがジロです．

ジロは典型的な樺太犬です．昭和基地で何とか１年間生

き延びたタロとジロのうち，ジロはここにいますが，もとも

と北海道で生まれ育った犬でしたので，タロのほうは北

海道にいます．その隣にいるのは甲斐犬で，これは日本

の典型的な在来犬です．物語のもとになるような標本は

いっぱいあるので，それで物語をつくるのもいいのです

が，当館の方針としては，なるべく個体性よりも生物とし

ての特徴を知ってもらいたいということで，ハチ公だけ特

別扱いするようなことはしないという展示方式をとってい

ます． 
地球館のほうには，約 9,000点の標本を展示していま

す．このスライドは，私の知る限り世界で最も美しい剥製

です．日系二世のヨシモトさんという方から寄贈されたも

のです．ヨシモトさんは，戦争のとき本当に苦労されたそ

うですが，ハワイで成功されまして，ほとんどの動物をご

自身でハンティングされています．それが許された時代

だったのですね．今この中で何が許されているだろうと

思うぐらいですけれども，ここでは展示できないぐらいた

くさんありますので，半分以上は筑波の収蔵庫の中に眠

っています． 
この剥製がいかにすごいかというと，ヨシモトさんは，

子供たちに見せるためにこれを残したいと思われたので

すね．それで，ハンティングの現場に剥製師も含めたチ

ームで行って，ハンティングした瞬間から前処理をし，最

後はアメリカに持ち帰って剥製に仕上げています．アメリ

カの剥製師はたくさん経験をしていますので，残念なが

ら，日本の剥製をつくられる方に比べてすばらしく腕前

がいい．剥製師の人たちの頑張りと，ヨシモトさんが投じ

た巨額の経費によって，アメリカ，ヨーロッパに引けをとら

ないどころか，それを上回る内容のものができています．

地球館の３階にあるのですが，これを一日中ずっと眺め

ている方もおられます．恐らくすごい癒しになっているの

ではないかと思います． 

地球館の中で一番人気なのは，地下にあります恐竜

です．私どもの博物館には今研究員が 60 名いますが，

これはそのうちの一人の真鍋といいます．最近ではどこ

の大学にも名物教授というのがいまして，それがよかっ

たり悪かったりするのですけれども，この人も子供に大

人気です． 
今年の 6 月に，シーボルトが標本を持ち帰ったライデ

ン（オランダ）の博物館の館長と 2 人だけで話したいとい

うことでお伺いしたところ，大歓迎してくれて，2人で半日

間話したのですが，ライデンの博物館は私どもの博物館

とよく似ています．彼らも基本的に「 family based 
museum」（家族で楽しむ博物館）です．国立科学博物

館の来館者は，3 割が 15 歳以下の子供で，7 割がそれ

以上の年齢の大人です．小さな子供たちが「恐竜展に行

ってみたい」と親やおじいちゃんおばあちゃんにせがん

だり，逆に，例えば「生命大躍進」という展示などですと，

これはどうしても子供に見せておきたいと，親のほうから

子供を引っ張り出したり，いずれにしてもそういう仕組み

なのです． 
一番最初のスライドで私がこんな格好をしているのも，

これにどういう意味があるかというと，子供が喜んでくれ

るのだったら何でもしようという気になっているわけです．

ついこの間，「大アマゾン展」をしたのですが，アマゾン

といえば淡水魚ですので，子供に大変人気があるさかな

クンという方に公式サポーターとして来てもらって，内覧

会でオープニングをしたときの写真です．彼は最初から

たくらんでいたのでしょうが，ちゃんと帽子を二つ持って

きておりまして，「館長はこれをかぶらなきゃだめですよ」

と言うので，素直にかぶっております．恐竜もそうですが，

子供たちが喜ぶのであれば，私たちもできる限り展示を

充実させていきたいと考えております． 
また，これまでとちょっと違うのは，今ものすごい勢い

で恐竜学が発展しています．この間，世界で恐竜の研究

をする人間の数が恐らく 100 倍ぐらいに増えました．そ

のおかげもあって，恐竜の新しい事実がどんどんわかっ

てきております．大体2年半に一度ずつ恐竜展をするの

ですが，その2年半で新しいことがわかってくるのです． 
特にアジアでいえば，実はモンゴルが恐竜の宝庫で

す．2014 年にモンゴルの恐竜だけで「大恐竜展：ゴビ砂
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漠の驚異」をしたときには，世界で一番強いのが恐竜で，

アジアで一番強いのが白鵬だということで，この間 1,000
勝した白鵬に公式サポーターになってもらいました．モ

ンゴルはまさに恐竜の宝庫です．もともとモンゴルで人

骨を発見しようと思った人がたまたま恐竜を見つけたとこ

ろから始まっているのですが，いろいろなことがわかっ

てきています． 
例えば，ここにいるティラノサウルスは座っていますよ

ね．この辺に土台があって，足がこういうふうに見えてい

ます．肋骨ではなくておなかの側にこういう骨があるのが

ティラノサウルスの特徴です．つまり，前足が非常に短い

のですね．これが何の役に立っていたのか，また，ティ

ラノサウルスはふだんどんな格好をしていたのか，いろ

いろ謎があってわからなかったのですけれども，今の新

しい研究成果では，ティラノサウルスはふだんしゃがみ

込んだ格好で座っていて，獲物が近づいたら，前足を一

番最初の手がかりにして，地面を前足で蹴って立ち上が

って飛び出していたのではないかと言われています．私

たちは一番新しい学説に基づいてこの形でティラノサウ

ルスの展示をしておりまして，あちこちに置いてあるもの

の中で，恐らく世界でもこれが一番早かったのではない

かと思います． 
恐竜は，研究者が増えているだけでなく，大変なビジ

ネスにもなっています．世界的にそうですけれども，日

本でも恐竜で飯を食っている会社が結構出てきていま

す．そういうところは新しい学説が出ることを嫌がります．

例えば，恐竜には表面にかなり羽毛が生えていたことが

わかってきておりまして，最近ではその羽毛の色までわ

かりつつあります．ティラノサウルスもそうで，これは骨格

標本ですから毛がありませんけれども，剥製的なレプリ

カをつくるときには，どんな形をしていたか，どんな色を

していたかということで，わかっている限り忠実に新しい

学説を入れていくわけです．ところが，恐竜ビジネスの

人にとって，それは困る．なぜかというと，羽毛が生えた

らかわいらしくなるからです．最近では動く恐竜も出てき

ていますが，あれで子供たちが集まって泣き叫ぶことが

業界にとっての大成功なのです．怖がってくれないと恐

竜ビジネスは成功しないかもしれないと言われるぐらい

なのです．しかし，私たちはビジネスをしているわけでは

ありませんので，やはり子供たちには一番正確なこと，

一番新しい事実を展示していくということでやっておりま

す． 
それから，私たちには植物園が二つあります．まず，

目黒の駅の近くに白金台というところがありまして，そこ

に自然教育園というのがあります．ここは完全に手をつ

けません．木が倒れても，人が散策できるようになってい

ますので，もし道路に倒れた場合，どかさなければいけ

ないのですが，それ以外は倒れたままの状態でずっと

保存していきます．この自然教育園は，それ自身が天然

記念物になっています．もう一つの筑波のほうは実験植

物園で，北から南までをゾーニング（区分）しながら植物

を紹介しています．中でも人気なのは，ショクダイオオコ

ンニャクという世界最大の花です．これは 5 年に一遍以

上はなかなか咲かないと言われているのですが，最近

はよく咲いています．１年置きぐらいに咲いてくれて，も

のすごく臭いのですが，たくさんの人が来られます． 
問題は標本数です．先ほど言いましたように，自然史

や科学技術史では標本数が大切です．国立科学博物館

の標本は今年の春で448万点になりました．では，スミソ

ニアン博物館は何点持っているか？なんと，１億 3,000
万点の標本を持っています．大英自然史博物館は

8,000 万点，パリ自然史博物館は 7,000 万点，ドイツの

博物館は6,000万点持っています．要するに，日本で最

大級の標本を持っている国立科学博物館でも，世界と比

べると一桁少ないのです．国の力の差が見事にあらわ

れていると言っていいと思います．この間，大英自然史

博物館のディクソン館長と話したときには，「おたくはか

っぱらってきたものを持っているだけでしょう」と，ちょっ

と嫌味も言っておきました．私のところにそういう標本は

ありませんが，そんなことを言っていてもしようがないの

で，なるべく標本を集めるようにしています． 
それから，最近ではどうしてもDNA研究が重要になり

まして，DNA が抽出できる冷凍標本が現在 5 万点ぐら

いあります．全部フリーザー（冷凍庫）で管理しています

が，これも一種の標本です． 
常設展以外に，大体 3 カ月間の会期で特別展と企画

展をしております．これは二つとも今年開催して終わっ

ているものですけれども，「恐竜博 2016」という特別展に
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は 50 万人ぐらいの方が来られました．スピノサウルスと

ティラノサウルスという二大肉食恐竜の両方を見てみた

いという子供たちがたくさん来ました．それから，「生き物

に学び，くらしに活かす」という企画展もしました．私たち

の研究所にいる 60人は基礎研究をしている人たちです

けれども，基礎的な研究が役に立つこともあります．別に

それを目的とするわけではないのですが，その成果をま

た別のところで生かしてもらうのはいいことです． 
例えば，新幹線のパンタグラフも，線をこすってものす

ごい音がしていたので，その微細構造をどのようにした

ら一番音が少なくなるかということが考えられておりまし

た．そこで，フクロウが獲物に近づくために音をたてずに

飛ぶことから，その構造がどうなっているのかと羽根を調

べたわけです．そうしましたら，音を消すような非常に特

徴的な構造になっていることがわかりました．その知識を

2005 年ぐらいからパンタグラフに取り入れ，日本の新幹

線は今このパンタグラフで動いています．フクロウの研

究をした人たちは，結果的にそうなったというだけで，別

にパンタグラフに利用できることは期待していませんで

した． 
また，今はオリンピックなどでもいろいろな形（タイプ）

の水着が使われていますけれども，水着の表面抵抗が

少ないものは両極端で，完全に親水性であるか疎水性

であるかのどちらかです．外国では疎水性の水着が開

発されましたが，日本でつい最近ミズノは逆に表面が親

水性の，水に全く親しむ構造の水着を開発しました．工

学でいうとナノテクノロジーの進展が非常に大きいわけ

です．しかし，もともとカジキマグロの表皮の研究をした

のは生物学者で，別に水着を開発しようと思ったわけで

もありませんでした． 
それから，中部大学にも 20 万点の蝶の標本があると

いうお話を聞いていますけれども，蝶にはちょっと普通

では出せない色がありますよね．蝶の翅の色は，構造色

であって，別に化学的な色素があるわけではないので

す．蝶の翅の青色は，光の干渉する性質を利用した構

造的なものです．今後は，蝶の翅の構造色を模倣したネ

クタイなどの衣料品が出てくると思います． 
もっと身近なものとして，最近の傘は，雨にぬれても，

ぱっと振ると水滴が全部落ちてしまいます．あれはなぜ

かというと，植物のハスの葉の構造を真似して傘の表面

が作ってあるからです．ハスの葉は雨にあたっても水を

弾きますが，あれはナノの単位で見ると葉の表面が水を

弾く構造になっているからです．それを傘の表面に応用

したわけですが，これからの傘はほとんどが「水を弾く構

造」のものになると思います． 
今僕が紹介したのはほんの一部で，この展示ではもう

既に製品化されているものからされていないものまで 50
件ぐらい紹介しましたけれども，可能性はもっと無数にあ

ると思います．ただ，私たち「科学博物館」の使命は基礎

研究ですから，そのような応用をやりたい方はどうぞやっ

てくださいというのが私たちのスタンスです． 
現在は特別展として「ラスコー展」をやっております．こ

れは，フランスの南西部にある洞窟で 2 万年ぐらい前に

クロマニョン人が描いた壁画です．あの辺には洞窟がい

っぱいありまして，アルタミラというスペインの洞窟もまさ

にこの付近です．ただ，日本の高松塚もそうですが，洞

窟は湿度が高いので，人がいっぱい出入りするとすぐに

カビが大発生します．それで，今ラスコーの洞窟は完全

に閉じられ，誰も見られなくなっております．研究者も，

いくらきちんとした申請書を書いても，ほとんど見学でき

ません．そのかわり，フランス政府は，この洞窟のある県

との共同で3Dスキャンを使って精巧なレプリカ（複製）を

つくり，それを現地ラスコーで展示すると同時に，世界に

巡回させ始めました．アメリカ，カナダが終わって，今日

本に来ています．日本が終わったらヨーロッパの各国を

回ると言っていました．日本では，科博で来年(2017)２
月 19 日に終わると，東北の歴史博物館に行き，その後

は九州に行く予定です．なかなか見ごたえのある展示で

す． 
それから，「シーボルト」という企画展もしています．シ

ーボルトはなかなかちゃっかりした人で，ツバキなど日

本から園芸植物を相当持ち帰っております．ツバキは向

こうでさらに品種改良され，いろいろな品種ができていま

す．そして，彼は結構間違ったことを言っています．アジ

サイを中国原産としていますが，あれは日本原産です．

日本のアジサイは結構ヨーロッパの庭に合うし，ツバキ

などもうまく合います．そのため，ここは一体どこなのだ

ろうと思うような庭がヨーロッパにあったりします． 
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大部分のヨーロッパ，イギリスの大部分とフランス北側

までは氷河がおりてきていましたから，そこでは全く動植

物がいない世界がしばらく続いていたわけです．そうい

う意味では，ヨーロッパの植物相を見ると，少なくとも主

だった植物だけでも日本の5分の1ぐらいで，種の多様

性が少ないと言えます．それが一番はっきりわかるのが

ユリで，今はヨーロッパでもいろいろな種類が園芸植物

として植えられており，花屋さんでも売られておりますが，

もともとヨーロッパには 1 種類しか残っていなかったので

す．日本にはユリがいっぱいありましたので，それをシ

ーボルトが持って帰ったわけです．そういったことも割と

紹介しています． 
アジサイを中国原産と言ったり，学名を間違って書い

たりしています．うちの科学博物館には研究関係の人間

がたくさんいますからその間違えが気になるのですが，

直しようがありません．奥さんの名前をとろうとして間違っ

たとかいう愉快な話もいろいろあります． 
次に，「3 万年前の航海徹底再現プロジェクト」という国

立科学博物館での新たな試みをご紹介します． 
今はなかなか国からお金が出ませんし，国立科学博

物館でも，館長裁量経費というのはあるのですが，あまり

にも冒険的な要素が強いことには研究費を配分できませ

ん．それで，こういうことをやってみたいということで，うち

の海部という男が中心になって，5,700 館ある博物館で

は初めての試みとして，クラウドファンディングで航海実

験をしております． 
さっきのラスコー展の，あのすばらしい壁画を描いた

クロマニョン人は 2 万年前でしたが，日本人は 3 万年前

に台湾から渡ってきております．3 万年前，台湾は中国

大陸の一部でしたから，台湾までは海を渡らなくてもち

ゃんとつながっていました．でも，台湾から南西諸島は

全部独立していたことがわかっていますので，これは海

を渡らなければいけません．旧石器時代ですから，木を

くりぬくことはできなかっただろうという想定で，草船でや

りました． 
今は大学でもクラウドファンディングでやっておられる

ところが少しずつ増えてきているのではないかと思いま

す．ただ，申し上げておきますが，クラウドファンディング

は半分失敗します．成功率 50％です．失敗したらどうな

るかというと，最初に幾ら欲しいかということを言うのです

が，その金額に１円でも足りなかったら全部もとへ戻しま

す．例えば，この実験には絶対に 2,000 万円かかるとい

うことで目標を掲げたら，そんなにだらだらやっても集ま

るものではありませんから，60 日間で 2,000 万円を目指

します．寄附する約束をして口座登録をしてもらうのです

が，そこからの引き落としは成功したときのみです．そう

いう意味ではものすごくリスクがあります．やってみる価

値があると多くの人に思われなければ成功しません．こ

れは結局いくら集まったかというと，おもしろいと思った

人が多かったのか，2,000 万円でやりまして 2,630 万円

集まりました．630 万円余計でしたが，別にそれで酒を

飲んでいいというものでもありません（笑）． 
どうしてこんな航海実験をやってみたいかというと，こ

こ 10 年間ほどで 3 万年前の遺跡がごろごろ出てきてい

たからです．年代測定の精度も上がっているのですが，

一旦見つかり始めると，本当に遺跡がどんどん見つかっ

てくるのですね．それで，こういう人たちはどうやって来

たのだろうと考えたわけです．地図を見ていただくと，こ

の灰色の部分はみんなくっついていたのですが，あとは

離れていました．当時どのぐらい離れていたのか，最短

距離を見ると，大体 70km は離れております．実際に草

船で実験をして，この辺までは何とか手こぎで行ったの

ですが，結局あとは伴走船に引っ張ってもらいました．こ

れでおめおめと引き下がれないので，2 年計画でもう一

回，本当に草だったのかというところまでさかのぼり，木

をうまく利用したのではないかということも含めて考えて

みたいと思っております．次のときには竹でも実験した

いと思っていますけれども，まだやり方がよくわかってお

りません． 
予算の話を少々．恐らく大学もみんなそうでしょうが，

独立行政法人化してから運営費交付金がどんどん減っ

ています．職員も150人から127人まで減りました．予算

も人員も減らすというのが法人化の目的なのですね．し

かし，幸いなことに，私の前の館長たちが頑張ってくださ

って，来館者数は増えております．法人化した平成 13
年には 89万9,000人の方に来館いただいていて，この

とき目指せ 100 万人という目標を立てておりますが，今

は 220 万人です．私はもう少し館長をする可能性があり
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ますので，3 倍にして終わりたいと思っております．ただ，

人数が多ければいいということではありませんから，あま

り大きな館ではない中，どこまで皆さんに楽しんでいた

だけるかということで今頭を悩ませているところです． 
 
博物館の新しいあり方を考える 
さて，ここまで科博の紹介をしてまいりましたが，先ほ

どから何度も言っておりますように，日本には5,700館以

上の博物館と博物館類似施設があります．例えば，郷土

館といったところもあれば，ご存じ美術館も，あれはアー

トミュージアム，つまり美術博物館ですから，やはり博物

館なのですね．それらを全部合わせて 5,700 館という中

で見ますと，やはり美術系が多いわけです．各市町村に

は，自分の町からこんな立派な画家を輩出したということ

で，その方の作品を展示する美術館が結構あります．歴

史系も多くありまして，例えば，国立の科学博物館は残

念ながら東京にしかありませんが，歴史博物館は，東京

国立博物館，京都国立博物館，奈良国立博物館，九州

国立博物館と，四つもあります．大きさも，より大きい．科

学系博物館は少なくて，全体の約10％の 500館です． 
科学系博物館の中でも，先ほど言いましたように，科

学館は標本類をほとんど保有しておりません．自然史博

物館と銘打っているものでは，例えば，大阪に大阪市立

自然史博物館があります．科博は自然史だけでなく科学

技術も両方持っていまして，両方の資料に基づいた展

示をおこなっています．科学館と科学博物館というふうに

2 字違いで二つに分類される中で，大学博物館は後者

の科学博物館に分類されています．なぜなら，大学では

研究をしますので，研究をしていると必ず研究対象の何

かが残るからです．そういう意味では，大学で科学館と

いうのはあり得ないのだろうと僕は思います． 
先ほど日本は標本が少ないと言いましたけれども，予

算も少なくて，今から 30 年ほど前は生涯学習政策局が

文科省の中で一番大きな局だったのですが，今は一番

小さな局になっております．そこが博物館の監督もして

いて，当時は4兆円の予算があったのに，今や2兆円に

なっています．すごいことです． 
さて，博物館には多様な面があります．生活に密着し

た面もありますが，非日常的な驚きという面もあります．

特に子供たちにとっては，恐竜展などが一番それに近

いものなのでしょう．それから，日常では得られない安ら

ぎの場という面もあります．先ほどお見せしたヨシモトさ

んの剥製などは，安らぎを得るために見に来られている

方が随分いるのではないかと思います． 
博物館の過去の負のイメージを打破すべく，私たちの

ような博物館もそうですが，大学博物館もそういった面で

変革をしていく必要があるのではないかと思います． 
例えば，上越科学館というところが恐竜展をやりたいと

いうことで，私たちが応援したことがありました．そのとき

ぜひ見に来てくれと言われたのがこれです．子供たちに

恐竜の目線を体験させるため，消防署とコラボして，はし

ご車で人が上がれるようになっていました．昔の博物館

はこんなことしませんでしたが，これからの博物館はいろ

いろなところとコラボしたほうがいいのです．大体博物館

に来るということ自体ものすごく敷居が高いのですが，ま

ず何としても博物館に来てもらいたい． 
博物館を嫌いな人というのは，恐らく子供のころに体

験していないのですね．生物学的な遺伝と文化的な遺

伝ということをよく言いますけれども，調査結果によると，

美術館や博物館に連れていってもらった経験を持たな

い子供と，そういう経験を持つ子供では，その子が美術

館や博物館を好きになるかならないかという点でものす

ごく差があったそうです．文化は遺伝するかと言われた

ら何か変なので，あまりいい言葉ではないのですが，そ

ういったことが文化遺伝と言われております． 
科博のこういった活動がどこから始まったのかといい

ますと，3.11 の震災復興からでした．3.11 の震災で，多

くの博物館がひどいことになってしまった．特に陸前高

田の博物館は壊滅状態で，ほとんどの職員が亡くなり，

いろんなところで被害が出ました．そこで，博物館がなけ

れば，公民館とかちょっと広いところがあればできますか

ら，そこで恐竜展をやって子供たちに来てもらうという活

動を始めました．これは恐らく体育館みたいなところでは

ないかと思います．陸前高田市の中学生が校長先生と

一緒にお礼に来てくれて，逆にわれわれにエールを送

ってくれたのには感動しました． 
中部大学も博物館をお持ちですが，まずは学生さん

に博物館に来てもらうことがものすごく重要です．私が東
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大の博物館長をしていたとき，東大生は東大の博物館に

ほとんど来ませんでした．どこにあるのかも知らないと言

うから，本当に頭をたたきたく思いました．もちろんほか

の人にも来てもらいたいのですが，まず一番来てもらい

たいのは学生さんです．今はもう博物館であぐらをかい

てじっと待っているのではなくて，逆に博物館が出てい

かなければいけないのではないか．まさに先ほどの恐

竜展なども，陸前高田の人たちに来てくれと言ったって，

来るのは旅費もかかって大変ですよね．そういう意味で

も，できる限り外に飛び出すこと．そういうものを「移動博

物館」と言いますけれども，僕らは遊びに行くということで

「遊動型博物館」と言っています． 
それから，今まで国立科学博物館は小学生以上しか

対象にしていませんでした．展示も全部そういうふうに組

み立てていました．しかし，昨年7月，初めて未就学児を

対象にして，一見保育園や幼稚園のようですが，このよ

うに改修しました．どうして未就学児を対象にしたかとい

うと，調査してみたところ，全体の 9％が未就学児，6 歳

以下だったからです．よちよち歩きの子や，中にはおむ

つをしている子もたくさん来ていたのですが，彼らはわ

れわれの対象ではなかった．でも，もう対象にしようとい

うことで，子供たちは触るのが大好きですから，剥製をふ

んだんに使って，触らせようということを考えました．もち

ろん滑り台やはしごのようなものもつけました． 
こちらのほうにある恐竜は骨格標本ですが，日本の動

物の剥製としては，タヌキとかイノシシとかシカがありま

す．シカは日本全体でものすごく殺されていて，一部は

食用になっていますが，ほぼ捨てられています．私は兵

庫県に関係しているのですが，兵庫県ですと，毎年 4 万

頭取るうち，食べるのは 5％です．90％以上捨てていま

す．それならば，それで剥製をつくればいいわけです．

特に未就学児の子供は，シロクマなどの大きな動物を見

ると喜びます．動物園でもこんなに近くでは見られない

わけです．それから，動物には食う側と食われる側があ

りますから，動物園ではライオンの隣にヌーを置くことは

できません．生きていないというのが子供にとってはちょ

っと残念なところなのですが，剥製には剥製の持ち分が

あるので，博物館ではこういったことをしております． 
今困っているのは，これが人気を呼び過ぎて，朝行っ

ても夕方までの予約が取れないのですね．ですから，こ

れがぜひ全国に広がってほしいと思っています．科博

はそのためのお手伝いをしたい．それほど広いスペー

スがなくてもできるはずですから，あちこちでぜひやっ

てもらいたいと思います． 
それから，これは癒しのほうですけれども，今かなりの

ところで回想法というものが始められています．特に農機

具だとか，日常的な生活用具だとか，風景だとか，ジオラ

マを使ったものが多いのですが，そういったところに行く

と高齢者の方にかなりいい効果があるようで，喜々とされ

るわけです．私も 5 年前に前期高齢者になりました．75
歳からの後期高齢者は終末高齢者と言い直したほうが

いいのではないかと思っているのですが，そんなことを

言ったらみんな怒るでしょうね（笑）．少なくとも今私は前

期と後期の中間にいますが，実際自分のことから考えて

みても，5 分前のことは忘れても昔のことはしっかり覚え

ているものです．回想法というのは，脳を刺激するには

いい方法なのではないか．5,700 館の中には回想法に

適した博物館もかなりあるのですが，今は学校と博物館，

介護施設と博物館，病院と博物館といった横連携が本当

にうまくいっていないと思います． 
10月にバルセロナで「今後の博物館の社会的役割」と

いうワークショップがありました．スペインも財政から見た

ら今大変なのですが，あそこの財団がお金を出して，世

界から 15の博物館を呼び，ワークショップでそのテーマ

について論議されました．アジアからは私が呼ばれて行

きましたが，いい試みをしている外国の例が多くありまし

た．回想法なども相当されています．横連携をするのが

うまい国と下手な国があって，日本は横連携が本当に下

手な国なのだと思いました．それが今後の課題ですが，

大学というのは，そういう連携の中核になれる機関なの

ではないかと思います． 
特に科学の上では，今はミクロ科学とマクロ科学と言

われますけれども，ミクロ科学が研究者・研究費の大半

を占めています．そして，マクロ科学は大半の大学で消

滅しています．今いろいろな大学から科博には何とか頑

張ってほしいと言われるのはどういう意味なのかというと，

そういうところがなくなってしまったからなのですね．でも，

僕らからしたら，逆に人材をいただくのは大学からなの
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で，大学にマクロ科学をちゃんとやる装置が残っていな

いとまずいのではないか．ミクロ科学とマクロ科学が統合

されて初めて科学が発展していくのだろうと思います． 
マクロ科学はなかなか定義できないのですが，昔風

の言い方をすれば，分類学，自然史の根幹にかかわる

分野などがそうだと思います．手法は，実験ではなくて，

観察が主体という部分が多い．生態学もマクロ科学に属

しますが，理論生態学だけは非観察科学であるため，ち

ょっと除外します．いろいろなところでフィールド科学とし

て再登場させる動きもあります．私，今日お伺いしてすぐ

民族資料博物館へ行ったのですが，あれはまさにフィー

ルド科学ですね．現場からいろいろな資料を集めておら

れます． 
ただ，マクロ科学にはものすごい弱点があります．論

文数が稼げないのですね．これが大変問題になるわけ

です．研究者が今ますます少なくなってきているので，

インパクトファクターも稼げません．インパクトファクターと

いうのは何のことはなくて，研究者が多いか少ないかだ

けの話なのですね．研究者が多ければみんなが見ます

から，インパクトファクターが高くなります．そういうところ

でも不利ですから，尋常ならざる努力が必要です． 
それから，科学というのは今どんどん細分化，先鋭化

していますけれども，「科学」という言葉そのものが「分科

された学問」という意味ですから，科学が細分化していく

のは当たり前の話で，これは当然のことだと思います．

私の友人である文学部の人は「人文科学」という言葉を

嫌い，「私たちは分けようとは思っていない」ということで，

「科」を入れずに「人文学」と言って頑張っているのです

が，なかなか大きな力になりませんで，これをどうしたら

いいのかということもあります．ただ，やはり私は，一方で

科学が細分化，先鋭化していくのは必要なことだと思う

のです．そうでないと全体が発展しない．その上で，そ

れを統合する部分がなかったら，やはり科学として均衡

のとれた発展はできないのではないかと思っておりま

す． 
私が過去 30 年間，科学の世界を見てきた中で，英語

で論文を書くというのはいいことだったと思います．ただ，

日本文学のようななかなか英語にならないものもあると

いうことは，ちゃんと承知しておくべきです． 

そして，論文数が業績評価の最大の指標になってい

ますが，論文数だけでは分野によって偏りを起こすと思

います．例えば，私たちはいくらでも論文を細分化でき

ます．特に医学分野などですと，めちゃくちゃ薄い，紙 1
枚で済むような世界があるのです．でも，人文学などの

分野では非常に深い考察が必要なので，100 ページに

及ぶような長い論文になることがある．こういうことが起こ

りうるので，大阪の千里にある民族博物館の初代館長の

梅棹さんは，研究者の能力を評価するにあたって最初

にページ数で研究費を配分したらしいですね．今はや

めているそうで，どうしてやめたのか聞きたいのですが，

実はそれがかなり正しい判断だったのではないか． 
私が言いたいことは，論文数だけでなく，多様な指標

があっていいのではないかということです．今はインパク

トファクターも指標になっていますが，大学で見ると，国

際化が大きな指標になっています．あなたの大学の学

部には外国人の先生が何人いますか，外国人の学生が

何人いますかという部分の点数がものすごく高いので，

今日本の大学はどんどん落ちる一方です．中国の特別

な大学がどんどん上がっていっています．要するに，研

究内容がすごいというようなものでは全くないのですね．

単に教員の比率，学生の比率です． 
また，先ほども言いましたが，博物館には悪いイメージ

があります．年ほど前，全日空の機内誌を読んでいたら，

「民謡は博物館の中ではなく，生活とともにあってこそ光

り輝く」という記述がありました．博物館は一体何なのだ，

ごみ捨て場なのかと 2 地震はわれわれがどんなことをし

たってとめられるものではありませんから，起きなければ

起きないほうがいいとはいえ，仕方のないことだったとし

ても，やはり原発事故は人為的な間違いだったのでは

ないかと考える人がすごく増えました．東京電力福島第

一原発の大事故から科学に対する不信が生まれたという

事実があって，残念なことに，信頼度はまだ回復してい

ません． 
「科学」というより「学」ということで，「科」をつけないほう

がいいのかもしれませんが，やはり大学は「学」の府で

すから，科学技術が多くの人に信頼されるために頑張ら

なければいけません．まずは信頼を回復すること．それ

から，5,700 館もあれば多様なところがありますから，地
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域とともに，市民・子供とともにということで，自分の持っ

ているものをどう生かすことができるか．美術の分野でも，

東京には近代美術館がありますが，モダンアートなどの

中には，必ずしも子供には理解できないものもあるのか

もしれません．大人向けのところもあり，子供向けのとこ

ろもあり，地域の人のためのところもあり，極端なことを言

えば，外国人に日本の文化を知らしめるためのところも

当然あっていいわけです．すべての博物館が地域ととも

にあらねばならないとか，すべての博物館が子供ととも

にあらねばならないとか，全部の要求に応えなければい

けないということではないだろうと私は思います．例えば，

今日は中部大学の民族資料館を見せていただきました

が，民俗学的なことについては，やはりあれだけの広い

スペースを持っておられ，あれだけの資料を持っておら

れるのは悪くないなと．ただ，すべての人にとってどうか

と考えると，やはりあの博物館だけでは満足できない人

がいるかもしれません． 
また，名古屋キャンパスのほうには蝶の標本をたくさ

ん持っておられるとのことでしたが，これについては今

いろいろなところで困っているのですね．日本は蝶が一

番有名で，世界で最も個人が質の高い蝶のコレクション

を持っているのは日本だと言われているのですが，そう

いう方たちがどんどん亡くなりつつあるのです．ある標本

は，もう海外流出してしまいました．何とか国内にとどま

っているものでも，置き場所に困っているところが多くあ

ります．今回は中部大学が引き受けられたそうで，幸い

でした． 
大学ですと，すごい蝶の標本を持っているところがあ

ります．ある一定レベルでいろいろな標本があるという意

味では 430 万点の国立科学博物館が日本最大なので

すが，九州大学は蝶の標本だけで 700 万点持っている

という話です．ところが，九州大学が博多市内から郊外

に移転するときに，タイミングが悪かったのか，ものすご

く冷遇されまして，今でも解決しておりません．この間ち

ょっと外から見ましたが，あれでは毎年どんどん劣化して

いきます．困ったものです． 
個人で集められている標本，あるいは経営的に立ち

行かなくなってもうやめたいというような博物館の標本は，

ある程度ちゃんとした保存場所のあるところが引き受け

なければいけません．私が東大の博物館長をしていたと

きには，何をとち狂ったのか，石原慎太郎が東京都の高

尾山にある小さな自然科学博物館をやめると言い出しま

して，結局私たちが引き取ったことがありました．あの人

はそういう乱暴なところがあります．もう終わった人です

から今さら彼に気をつける必要はありませんが，そんな

人があちこちの自治体にいないとは限りませんし，財政

上立ち行かないからやめるとなったときにも，日本の宝

ですから，将来のために標本はちゃんと保存していくこ

とが必要なのではないかと思います． 
中部大学のホームページを見せていただいていいな

と思ったのですが，私たちもよくわかってきたのは，幼

児・児童・親子，高校生，大学生，一般成人で内容を違

えたほうがいい場合がかなりあるということです．話をす

るにしても，展示をするにしても，何をするにしても，誰

に聞かせようとしているのか，誰に見せようとしているの

か，相手をはっきりしておいたほうがいい．私は国立科

学博物館でもそれを強く言っております． 
それから，学校との連携が非常に重要ですので，博

物館の効果的利用法について教員が学ぶ「教員のため

の博物館の日」というのを科博で始めました．これは今全

国 70 カ所でどんどんやり始めています．もっともっとや

ってもらいたい．先ほど日本は連携が弱いと申しました

が，確かにまだ弱いので，各種の博物館が学校と連携

するということをぜひやってもらいたいと思います． 
中部大学もいろいろなアイデアをお持ちだと思います．

自分の持っている一番いいところを生かし，大学の中で

博物館がある役割をとっていただけるように，今ももうそう

いうことをやっていらっしゃると思いますが，さらにそれを

強化していただければと思います．どうもご清聴ありがと

うございました．（拍手） 
○司会（宗宮） 
林先生，ありがとうございました．林先生のお話は，科

学とは一体何かというような大変基本的なところから，科

学がものすごく発達したとしても社会や人々の暮らしが

幸せにならなかったらそこに意味はあるのかというような

ところまで，いつもちゃんと押さえてくださって，大変あり

がたいと思っております． 
ここで名古屋大学特任教授の足立先生からコメントを
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いただきまして，その後，会場からご質問を受けたいと

思います．よろしくお願いします．（拍手） 
○足立 
皆さん，こんにちは．林先生のお話を聞かせていただ

いて，今日はすごく勉強になりました．ありがとうございま

した． 
林先生は，東大の博物館長，科博の館長をされて，非

常にアイデアマンであり，いい博物館をつくられていま

す．これはどうしてかなと考えていましたら，まず名前が

いいのですね．「林良博」，つまり「良い博物館」というこ

とで，最初から運命づけられているかのような気がいた

しました． 
ちょうど林先生が東大で館長をしてみえた 1998 年，

1999 年ごろには，今日ここにおみえの山下先生が名大

の副学長で，名古屋大学にも大学博物館をつくろうとい

うことで，私は何回も文部省へ行ったりしておりました．

2000年にやっと実現したわけですが，そのときいろいろ

考えたことの中には，今日の林先生のお話と大分かぶる

ところがありました． 
まず，名古屋大学の博物館は，愛知県の博物館とも違

うし，名古屋市の科学館とも違うし，東京大学の博物館と

も違うし，科博とも違うということで，どういう特色を出そう

かと考えました．その中の一つが，「自然から学ぶ

（Learn from Nature）」というスタンスを大事にしようと

いうことでした．学生も外に連れていくし，親子も一緒に

外に連れていって，自然の仕組みを教えようと考えまし

た． 
もう一つ，先生からも科博の剥製のお話が出ましたが，

あれは本当にすばらしくて，癒しになるというのは，まさ

に僕もそのとおりだと思います．これを名大で考えますと，

私，2002 年にオーストラリアのマッコーリー大学で開か

れた国際的な UMAC（University Museums and 
Collections ） の 集 ま り で 「 ミ ュ ー ズ セ ラ ピ ー

（Musetherapy）」という話をしております．例えば中部

大学が持ってみえる蝶の20万点のすばらしいコレクショ

ンもそうでしょうが，別に宝石でなくても，蝶でも，石ころ

でも，それがどんなものであれ，いい標本は必ず人の心

を打つわけです．「これはいいな」というものがあります．

そこから好奇心も出てくるし，また人によっては癒されも

します．博物館というのはそういう機能を持つべきである．

いい標本や芸術作品，あるいは自然そのものも，全部人

の心を癒すことができます．そういう効果があるということ

を，「museum」や「music」の語源である「muse」に
「therapy」という言葉をつけてあらわしました． 
私たちは，この「ミューズセラピー」と「自然から学ぶ」と

いう二つを核にして，大学で博物館コンサートをずっと

開いています．博物館コンサートをすると，固定客があ

って，普通では来ることのない 100 人ぐらいの人が必ず

外から来ます．そして，ついでにいろいろなものを見て

いってくれます． 
もう一つ，博物館というのはどうしても箱物で，一つの

建物ということになってしまうのですが，名古屋大学では，

「キャンパスミュージアム」ということで，キャンパス全体を

博物館にできないかと考えました．東山キャンパスはここ

とちょっと似ていて，山あり谷ありというか，ちょっとした坂

があります．そういったところも利用しながら，例えば，こ

こへ行くと 2001 年の野依先生のノーベル賞のことがわ

かる，ここへ行くと小林・益川のノーベル賞のことがわか

る，ここへ行くと昔粘土を使って陶器を焼いた跡がある，

ここへ行くとコナラやアベマキといった植物があるという

ように，キャンパスの歴史も大学の特徴もわかるようなこ

とを考えました． 
今も細々と続いていますが，今日のお話を聞いてい

て，自然災害があって津波でなくなってしまったところへ

科博から出前で標本を持っていかれたという，あれはす

ばらしいことだと思いますので，名大でもこれからできな

いかなと思っております．それから，最後のスライドに出

てきた教員を再教育するためのコラボレーションも何か

できないか．科博，中部大学，名古屋大学，科学館等々，

いろいろなところで今以上にもっとネットワークをつくり，

なかなか貸してもらえないものを借りるとか，姉妹校提携

を生かして海外の大学から何か持ってくるとか，そういっ

たことも一つできるのかなと思いました． 
林先生の「良博」というお名前のごとく，ぜひこの中部

大学でもよい博物館にしていっていただけたらと思って

おります． 
○司会（宗宮） 
足立先生，ありがとうございました． 
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では，まずは山下先生からご質問をいただきましょう． 
○フロア１（山下興亜学長） 
林先生，どうもありがとうございました．林先生と私は

20年ぐらい前からの知り合いで，「なるほど，林節が出た

な」と思いながら聞かせていただきました． 
足立先生とも，博物館をつくるときに 400 万点の標本

をどうするかということで悩んだものですが，僕が博物館

をつくりたかった理由の一つは，博物館ならば，言葉な

どの媒体を使わずに，解釈の仕方とか余分なことはあま

り言わずに，すべての人が実体験でもって私たちが生き

てきた実物にそのまま入れると思ったからです．その人

自身の生きたそのままが人類の歴史でありますので，と

にかく実物が正しくあるということが一番重要なのではな

いかと思います．中部大学の場合はまだまだそこまでい

っていませんが，とにかく今は媒体があまりにも多過ぎる

でしょう．言葉だとか，絵だとか，いろいろなものを使いま

す．でも，そういうことではなくて，実物を見ることが，自

然からわれわれは何を学ぶのかというときの非常に重要

な方法の一つなのではないかと思うのです．私はそう思

っておりますが，いかがですか． 
○林 

100％おっしゃるとおりです．国立科学博物館は「教

育博物館」から始まっていますが，やはり「教育」は教え

る側の論理でいくわけです．「学ぶ」というのは，本当に

学ぶ側の立場からいけます． 
今，東京駅の目の前にあります東京中央郵便局が大

幅に改修され，後ろに巨大な百何ｍの建物が建ちました．

地方の山の中の郵便局などはなかなか経費が出ないの

で，東京でもうけて地方を維持するという目的で全面改

修したのですね．ただ，前の古い東京中央郵便局は昭

和 4 年起工のすばらしい建物なので，ぜひ残さなけれ

ばいけませんでした．そこで，私が前におりました東大

の総合研究博物館でその 2 階と 3 階の部分を博物館に

して，現在無料で見ていただいています．東大としては

絶対に入館料を取らないということで，文部科学省と徹

底的に交戦しました． 
国立科学博物館では入館料を取っていますが，高校

生までは無料です．あの付近で高校生まで無料の施設

はほかにありません．65歳以上はもちろん無料です．大

学生はどうしているかというと，今は63校の大学と契約し，

東京都内のほとんどの大学が含まれているのですが，

大学がお金を払ってくださったら無料です．大学院生も

無料ですから，大体 30 歳ぐらいまでは無料で入れるの

です．要するに，学ぼうとする人たちに対しては無料で

あるべきという博物館の基本的理念をもとに，そうしてい

るわけです． 
話を戻しますと，あの東京駅の KITTE（キッテ：日本

郵便が展開する商業施設）という建物だけで年間 2,300
万人の人が入っているのですね．博物館にはそんなに

入ってくれていませんが，それでも相当入ってくださっ

ています．たまたま来る人もおられますし，最初から目的

を持って来る人もおられます．そこは癒しの空間です．

全部本物を置いてあります．クジラの骨から，いろいろな

種類のものがあるわけです．一見何の脈絡もなく置いて

あるのですが，その置かれ方に実は一つの考え方があ

ります．これらの本物からどういう息吹を感じるか，どうぞ

自分で考えてくださいということです．要するに，説明し

ないのですね． 
これにより私の後の館長の西野が今本当に苦労して

いるのですが，郵便局の偉い様はなかなかそういうこと

が理解できないのですね．それで，一切説明しないと大

混乱を起こすので，どこかに小さくちらっと書いてありま

す．探さないとわかりません．あなたはここから何を感じ

ますかということですから，博物館なのですけれども，あ

る意味では美術館に近いのかもしれません． 
○フロア１（山下） 
美術館は人工物ですが，博物館は自然物ですから，

そこは全然違うと思います． 
○林 
確かにそのとおりです．私たちが扱っているのは基本

的に自然物です．ただ，人工物からも，おのおのの方た

ちがどう感じるかということはありますので． 
○司会（宗宮） 
ありがとうございました．ここで会場からいかがですか．

どなたでも結構です． 
では，誰もいないようですので，太田先生，お願いし

ます． 
○フロア２（太田明徳副学長） 
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大変ありがとうございました．すごくおもしろかったで

すし，いろいろなことを考えさせられました． 
一つ考えていたのは，いろいろな大学が科学技術遺

産のようなものをたくさん抱え込んでいると思うのですが，

ああいったものは非常に分散していて，一ところに集ま

っていません．学会が指定している科学技術遺産もいろ

いろあると思います．そういったものは，どこかでちゃん

と保存しないと，いずれ散逸してしまうのではないか．非

常に粗末に扱われていたり，ほとんど壊れているようなも

のも結構あると思うのですが，それを何とかできないもの

かと今何となく思っておりました． 
○林 
それについては科博で手を打っております．「未来技

術遺産」という名前で登録証を発行しているのです．そう

でもしないと，大体いいものは企業の中に置かれている

ことが多いのですが，新しい社長が来て，「こんなもの，

場所をとっているだけだから捨ててしまえ」というようなこ

とになってしまったりするのです．そういうときに，「いえ，

これは未来技術遺産という名前で登録されているもので

すから」と言って防ぐわけですね．大きなものでは，10 ト

ンもあるような昔の発電装置であったり，小さなものでは，

ついこの間，一番最初にできたセメダインを登録しまし

た．金鳥の蚊取り線香も登録しています． 
○フロア１（山下） 
それは集めているのですか． 

○林 
うちが登録証を出して，その登録証でもって無理解な

経営者やトップに価値を示せるということです．つまり印

籠みたいなもので，印籠を発行しています．今はそれ以

外の方法がなかなかないのですが，本当はどこかにき

ちんと置かなければいけないのだろうとは思っていま

す． 
○足立 
名古屋大学にも 2 点か 3 点ありますよ．例えば，日本

の電子顕微鏡のルーツである日立の国産第一号機のと

ころには，「これが目に入らぬか」と，科博の印籠がちゃ

んと置いてあります．置いてあると，やはり来た人はそれ

を見て，「あっ，これは」というふうに意識がちょっと変わ

るようですから，非常にいい試みだと思います． 

○司会（宗宮） 
ありがとうございました．ほかにございませんでしょう

か． 
では，福井先生． 

○フロア３（福井弘道中部高等学術研究所所長） 
今日はどうもありがとうございました． 
実物を見たりフィールドワークをしたりすることはとても

重要だと思いますが，一方で，現在 IT などを使ったバ

ーチャルなミュージアムやデジタルな標本といったもの

もあるかと思います．肉眼では見えないものが見えるよう

なことと実際の博物館とはどう連携していけるのか，その

あたりについてお聞かせいただければと思います． 
○林 
今日は博物館の欠点を言いませんでしたが，見えるも

のでないと見えないということが一つあります． 
私が今どうやって博物館で見せることができるだろうと

思っているものが二つあるのですが，それがまさにミクロ

の世界と宇宙です．ミクロの世界は顕微鏡などの特別な

装置を使わないと直接見えませんし，宇宙は大き過ぎる

のですね．この二つのうち，まず今年はミクロの世界をと

いうことで，私が監修して世界文化社から『不思議で美し

いミクロの世界』という本を出しました．翻訳なのですが，

欧米にはすごいジャーナリストがいて，ミクロの世界とは

こんなに美しいのかと思うような写真集を出していたわけ

です．それで，新宿のルミネが若い女性向けにつくった

美術館的なところで，まず写真展を始めました．写真だ

けでは物足りないので，そのもとになっている物を科博

から若干出展しています．年末年始に新宿のルミネゼロ

でやっておりますので，皆さん，ぜひどうぞ． 
博物館ではミクロの世界と宇宙はなかなか相手にでき

ないのですが，これを試みのスタートにさせようと思って

おります．できないものに挑戦することほどおもしろいも

のはありませんから，積極的にやっていきたいと思いま

す． 
○フロア２（太田） 
ミクロというお話ですが，福井先生のご協力を得て，実

はうちの蝶類研究資料館でも非常に高精細な蝶の表と

裏の写真を撮っております．小さいものはピントがずれ

てしまうのですが，深度合成をして重ね合わせると立体
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的なすばらしい写真ができるわけです． 
○林 
そういう意味で，本物でなければいけないというのも，

あまりそればかりにこだわると原理主義になるのではな

いかと僕は思っています．今やっておりますラスコー展

でも，あの洞窟の壁画はレプリカですが，本物とほぼそ

っくりです．太田先生が今おっしゃったような技術の進歩

があるからこそ，本物でないものも本物の世界に近づけ

ると言うべきなのかもしれません．あまり原理主義的にな

らずに，今あるテクノロジーですばらしいものは大いに

使っていくべきではないかと思います．いいお話をあり

がとうございました．ぜひ一度見せてもらいたいもので

す． 
○フロア４ 
私は本校で昔教えていたことがある者です． 
かなり前，学生を引率してアメリカへ語学研修に行っ

たとき，日曜日に学生を校外学習へ連れていくことにな

りました．「どこに行くんですか」と聞くので，「博物館」と

答えたら，「ええーっ」と言われました．過去の負のイメー

ジを打破するために博物館の活動を変革するというお話

がありましたけれども，まさに先生がおっしゃったように，

学生たちは子供のときから博物館に対してすごくネガテ

ィブなイメージを持っているわけですね． 
一方で，たまたま行った博物館でお父さんと子供が一

緒になって本当に楽しそうに展示物を見ている印象的な

場面を見たことがありますが，そういう子供は，お父さん

やお母さんと博物館に行き，こんなに楽しいところなの

だという経験をしているので，ちっともネガティブなイメー

ジを持たないのだろうと思います．子供が行きたい博物

館を目指すというお話もありましたけれども，では，それ

をどういう具合にしてやっていけばいいのか．ネガティブ

なイメージでなく，博物館は楽しいところだという意識を

子供のころ身につけさせるにはどうしたらいいのか． 
例えば，一昨年たまたまオレゴン州のポートランドの

科学博物館へ行く機会があったのですが，恐竜が動い

たり音を出したりしておりまして，そういうものを見て子供

たちが騒いでおりました．いろいろなものがあったので

すが，まさに遊園地みたいな感覚で，子供たちが本当に

喜んで見ておりました．そういうことを子供のころに経験

したら，僕が引率して連れていった学生のような育ち方

はしないのかなと，先生の話を聞いて，そのようなことを

思い出しておりました． 
○林 
ありがとうございます．その点は国立科学博物館でも

ものすごく悩んでいるところです． 
例えば，僕らも 2 年半に一度は絶対に恐竜展をやろう

と考えております．それを保証するだけの科学的進歩が

ありますから，実際にできるわけです．それで，ついこの

間の恐竜展では，今わかっている範囲の中で恐竜の親

の鳴き声と子供の鳴き声を復元しました．恐竜は角みた

いなものを持っていまして，そこが共鳴装置になってい

るのです．これは科学的にほぼ言えるだろうということで

した．中には恐竜とゴジラを混同している人もいるので

すが，簡単に「ガオー」と鳴かせるようなことはしません．

動かすことも，福井のほうではしておりますが，うちはし

ておりません． 
恐竜展を見て出てくる子供は，男の子でも女の子でも，

10 人に 1 人ぐらい，がに股で歩いて出てきます．よほど

感動しているのですね．でなければ，出てくるときにが

に股になるはずがありません．ところが，それは間違い

ですから，本当は間違いだと教えなければいけないの

ですね．ワニはがに股ですが，恐竜はがに股ではありま

せん．うちはなるべく科学的でありたいというところにこだ

わっておりますし，そこが恐竜の最大の特徴なので，本

当はそういう歩き方をしてもらいたくないのですが，本当

に喜んで興奮している子供にとっては大きなお世話で

すから，言わないようにしているわけです．ただ，今おっ

しゃっていただいたように，子供が感激すると，すごく深

いところに残るのだろうとは思います． 
○司会（宗宮） 
ありがとうございました． 
僕は動物学をやっておりますが，今はどこへ行っても

遺伝子ばかりで，ものすごく学問が細かくなっています．

ただ，それが終わったときにはもう一遍，博物学というか，

現物というか，そういうところへ戻ってこざるを得ないと思

うのですが，その辺についてはどうでしょうか． 
○林 
おっしゃるとおりですね．要するに，博物館の役割を
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果たすには，別に博物館という館がなくてもいいわけで

す． 
例えば，自動車は何十万点，飛行機は百万点を超す

部品を持っていますが，それを一つ一つきっちりつくっ

てもらわないと，自動車も飛行機もばらばらになってしま

うかもしれません．そのそれぞれをしっかりつくるという

のが，昨今どんどん分科しているミクロ科学の役割なの

だと思います．どんどん精密になって，先端化して，そ

れだけのきちんとしたものがつくれるようになるのです．

しかし，それを最後に統合して初めて車になり，飛行機

になるわけですよね．それこそが大学の中に博物館が

あることの意味だと思います．そして，博物館という装置

は，たとえ建物がなかったとしても，学問の統合化にか

なり大きな役割を成すのではないかと思っております． 
○司会（宗宮） 
ありがとうございました．このほど中部大学は，名古屋

キャンパスに太田先生を館長とする蝶類研究資料館を

つくりました．それを機会に博物館ということをもう少し考

えようという機運が出てきましたので，今回，林先生にお

越しいただき，講義をしていただきました．足立先生もあ

りがとうございました． 
あっという間に時間がたってしまいまして，4 時をちょ

っと過ぎましたので，もう一度拍手をして終わりたいと思

います．ありがとうございました．（拍手） 
では，これで終わります．ご参加の皆さん，ありがとう

ございました．（了） 
 
（本講演記録は，録音原稿を宗宮が編集したものです．

スライド等は省略しました．） 


